自主防災組織防災計画書　（例文）
１　目　的

　　　この計画は、自主防災会の防災活動に必要な事項を定め、もって、地震その他の災害による人的、物的被害の発生及び拡大を防止することを目的とする。

２　計画事項

　　　この計画に定める事項は、次のとおりとする。

(1) 防災組織の編成及び任務分担に関すること。

(2) 防災知識の普及に関すること。

(3) 防災訓練の実施に関すること。

(4) 情報の収集、伝達に関すること。

(5) 出火防止、初期消火に関すること。

(6) 救出救護に関すること。

(7) 避難誘導に関すること。

３　防災組織の編成及び任務分担

　　　災害発生時の応急活動を迅速かつ効果的に行うため、別紙のとおり防災組織を編成し、任務分担を定める。
４　防災知識の普及啓発等

　　　定期的に防災講習会等を開催し、地域住民の防災意識の高揚及び防災知識の習得を図る。

５　防災訓練

　　　大規模災害に備え、情報の収集、伝達、出火防止、初期消火、救出救護、避難誘導等防災に関する訓練を定期的に実施する。

附　則

この防災計画書は、　　年　　　月　　　日から施行する。

（通常の自治会単位の編成例）
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任務分担表
	編　成
	役　　　　　割

	
	平　　常　　時
	災　　害　　時

	本　部
	１　会の総括及び運営指導。

２　防災訓練を年　　回以上の実施。
	１　各班の調整、指導及び防災関係機関との連絡調整。

	情　報

連絡班
	１　防災知識の普及。

２　映画、印刷物、講演等による啓発。

３　情報伝達訓練の実施。
	１　情報の伝達収集、避難命令の伝達。

２　被害状況を集約し、防災機関へ通報。

３　出火防止の広報。

	消火班
	１　火の正しい使い方を教える。

２　家庭での消火方法を教える。

３　初期消火の訓練。

４　用水の確保。
	１　火災の警戒（見張り）。
２　初期消火活動。

	救助班
	１　負傷者の救出に必要な資機材の調達。
２　救助技術の習得。
	１　負傷者の救出活動。

	応　急

救護班
	１　負傷者の応急救護に必要な知識及び技術の習得。
２　負傷者の搬送法の習得。
	１　負傷者の応急救護。
２　負傷者の搬送。

	避難誘導班
	１　集合場所、避難経路、避難所の巡回点検
２　地域内の現状把握。

３　避難訓練の実施。

４　一時避難場所の選定。
	１　集合場所、避難経路、避難所の安全確認
２　人員点呼。

３　避難の説得。

４　避難誘導

	その他
	地区の特性により加える。
	








